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様式第３号  

 

 
 

 福 井 県  

 
 

 

 

 

 

令和５年３月１６日  

福井県教育庁教育政策課  

 

 

「福井県学校教育ＤＸ推進計画（仮称）案」について、県民の皆様から貴重な御意見を

いただき、厚くお礼を申し上げます。提出された御意見の概要等を、下記のとおり公

表します。  

 

 

１ 募集期間 

令和５年２月８日（水）～２月２２日（水） 

 

 

２ 意見件数（提出者） 

１４件（７名） 

 

 

３ 提出された御意見の概要および県の考え方 

別紙のとおり 

 

 

４ 問い合わせ先 

福井県教育庁教育政策課 

ＴＥＬ：０７７６－２０－０７６６（直通） 

ＦＡＸ：０７７６－２０－０６６８ 

メール：gakkoukyouiku-dx@pref.fukui.lg.jp  

 

『福井県学校教育ＤＸ推進計画（仮称）案』に関する  

県民パブリックコメント意見募集の結果  
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福井県学校教育ＤＸ推進計画（仮称）案に関する 

県民パブリックコメント意見募集結果と県の考え方 

 

〇県民の皆様からの御意見 １４件（７名） 

 

Ⅰ 子どもたちが楽しく主体的に考える学びの進化 

 御意見の概要 県の考え方 

１ モデル校を中心にタブレット活用事例を

広げ、教員にとってもメリットの多いツール

として欲しい。 

モデル校の教員等で構成するＩＣＴ教育

プロジェクトチームを設置し、デジタル教科

書やタブレットの効果的な活用事例を全県

の学校に拡大し、教員の授業づくりや指導力

向上を支援してまいります。 

２ 対面や紙媒体での教育にこだわることな

く、デジタル技術を活用した教育環境づくり

を進めて欲しい。 

学校教育のＤＸを進めるにあたり、従来の

対面や紙媒体の利点も活かしながら、すべて

の子どもたちの学びの質を高められるよう

取り組んでまいります。 

３ オンラインにより学習の幅が広がること

は子どもたちにとって大きなメリットであ

るので、もっと活用して欲しい。 

オンラインでのプログラミング講座や海

外の学生との英会話等の学習を進めるなど、

時間や場所の制約を受けないオンラインの

強みを活かした学びを進めてまいります。 

４ 計画にある「不登校の子どもたち等に対す

るＩＣＴの活用のあり方を検討し、学校との

つながりを確保」とは、どのようなことをさ

れる予定なのでしょうか。 

スクールカウンセラーやスクールソーシ

ャルワーカー業務にＩＣＴを活用するとと

もに、オンラインによる相談と従来の対面に

よる相談を組み合わせるなど、一人ひとりに

応じた方法で子どもたちの可能性を引き出

すことができるよう取り組んでまいります。 

５ 災害時や非常時にも自宅でオンライン授

業等の学習ができることは安心であるので、

是非進めていただきたい。 

自宅でのオンライン学習が日常的なもの

となるよう、デジタルドリル等を導入するな

ど、タブレットの持ち帰りを進めてまいりま

す。 

６ 達成目標について、ＩＣＴを活用すること

により子どもたちの能力がどのくらい伸び

ているかを評価するべきではないか。 

 

児童生徒の情報活用能力を数値化し、全国

水準を把握できる客観的な指標がなく、学習

におけるタブレット等の日常的な活用が子

どもたちの能力向上に結び付くと考えられ

ることから、ＩＣＴ機器の使用頻度を重点的

取組みの指標としました。 

７ ＤＸによる「学びの進化」を是非実現して

いただきたいが、大きく様変わりしていく学

校の様子を、私たち親世代にも分かりやすく

知らせてほしい。 

授業参観等の機会を通して子どもたちが

ＩＣＴを活用して学ぶ姿を保護者に見てい

ただくとともに、学校におけるＩＣＴを活用

した学習や活動の状況について、県の広報番

組やＨＰ等で発信・周知してまいります。 
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Ⅱ 教員が楽しく快適に進める環境づくり 

 御意見の概要 県の考え方 

８ 未だに連絡事項が紙で来ているが、保護者

と教員の双方にとって負担ではないか。ペー

パレス化で無駄を省き、保護者だけでなく教

員の多忙化の解消にもつなげてほしい。 

連絡帳やお便りを紙媒体から電子媒体へ

移行するとともに、保護者への連絡もＩＣＴ

を活用した方法に切り替えるなど、今後もペ

ーパレス化をさらに進め、保護者の負担軽減

と教員の業務改善に努めてまいります。 

９ 教員の長時間勤務は若者の教員離れを招

くため、積極的にＩＣＴを活用して業務の効

率化を進めて欲しい。 

教員が行うテストの採点業務をデジタル

化するなど、ＩＣＴによる校務の効率化を進

めてまいります。今後も引き続き、デジタル

を活用した働き方改革を進めるとともに、

YouTube 等を通じて教員の魅力を若者に広

くＰＲしてまいります。 

１０ 

 

授業のＩＣＴ化を進めることで、先生方の

準備が大変にならないよう、教育委員会でも

配慮していただきたい。 

 

教員の負担軽減とＩＣＴを活用した授業

力向上のため、タブレット活用事例を共有す

るなど、業務の効率化を図ります。さらに、

学校現場にＩＣＴ支援員を派遣し、授業への

ＩＣＴ導入を支援してまいります。 

 

ＩＣＴ教育を進めるにあたり配慮すべき事項 

 御意見の概要 県の考え方 

１１ 特別支援学校では、児童生徒に１人１台端

末が整備されていないのではないか。 

教職員用もほとんどないのが現状である

ので整備を進めて欲しい。 

特別支援学校の児童生徒に対し、令和３年

度までに１人１台端末を整備するとともに

教職員に対しても必要数を整備してまいり

ました。今後も実情を踏まえて検討してまい

ります。 

１２ 子どもたちが家庭でタブレットを使うよ

うになると、深夜まで動画を見たり、有害サ

イトを見たりしてしまうのではないかと不

安に感じる保護者もいるので、サポートの体

制を整えて欲しい。 

児童生徒や保護者に対する情報モラル・リ

テラシー教育を進め、正しい使い方を知って

いただくことにより、家庭でも安心してタブ

レットを活用できるように進めてまいりま

す。 

１３ タブレットの利用で子どもたちの姿勢や

目の健康が悪化するのではと不安に感じる

保護者のために、事前のアドバイスや相談先

を紹介して欲しい。 

 学校では保健だよりやタブレットを活用

したメッセージ等を通じて目の健康維持や

正しい姿勢について周知しています。 

 また、各学校の保健室において相談の対応

や簡易な検査などを行っており、児童生徒や

保護者の不安解消に努めてまいります。 

１４ 公民館などにも子どもたちによるプレゼ

ンテーションの発表の場を設け、地域の人々

もプレゼンテーションについて学べる機会

を作っていただけると良い刺激になり、活性

化につながるのではないか。 

子どもたちのプレゼンテーションの発表

の場を広げていくとともに、ご提案いただい

た公民館における取組みについては関係団

体に共有させていただきます。 

 


